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平成14年12月24日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

規
　
則

◯
秋
田
県
旅
費
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
七
〇
・
人
事
課
）

◯
単
純
労
務
の
職
員
の
給
与
の
基
準
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
七
一
・
人
事
課
）

訓
　
令

◯
単
純
労
務
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
（
一
九
・
人
事
課
）

◯
人
事
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
（
二
〇
・
人
事
課
）

秋
田
県
旅
費
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
十
二
月
二
十
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
七
十
号

秋
田
県
旅
費
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
旅
費
支
給
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
秋
田
県
規
則
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
県
職
員
」
の
下
に
「
（
次
号
に
規
定
す
る
職
員
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同

条
第
三
号
中
「
前
各
号
」
を
「
前
三
号
」
に
、
「
職
務
。
」
を
「
職
務
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書

を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
号
中
「
前
号
」
を
「
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
を

同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
　
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
四
年
秋
田
県
条
例
第
六
十
九

号
）
第
四
条
第
一
項
の
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
任
命
権
者
が
知
事
と
協

議
し
て
相
当
す
る
と
認
め
る
職
務

別
表
第
一
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

単
純
労
務
の
職
員
の
給
与
の
基
準
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
十
四
年
十
二
月
二
十
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
七
十
一
号

単
純
労
務
の
職
員
の
給
与
の
基
準
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

単
純
労
務
の
職
員
の
給
与
の
基
準
を
定
め
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
秋
田
県
規
則
第
六
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
、
三
月
一
日
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
及
び
第
三
項
の
」
を
「
、
第
四

項
及
び
第
五
項
の
」
に
、
「
第
三
項
に
」
を
「
第
五
項
に
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
二
十
一

条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
三
項
中
「
第
二
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
三
箇
月
以
内
（
基
準
日
が
十
二
月
一
日
で
あ
る
と
き
は
、
六
箇
月
以

内
）
」
を
「
六
箇
月
以
内
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
を
削
る
。

附
　
則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
の
改
正
規
定
は
、
同

年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
十
五
年
六
月
一
日
に
育
児
休
業
を
し
て
い
る
職
員
の
同
日
に
係
る
期
末
手
当
に
関
す
る
こ

の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
単
純
労
務
の
職
員
の
給
与
の
基
準
を
定
め
る
規
則
第
二
十
一
条
第
二
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
六
箇
月
以
内
」
と
あ
る
の
は
、
「
三
箇
月
以
内
」
と
す

る
。

秋
田
県
訓
令
第
十
九
号

庁
　
中
　
一
　
般

各

地

方

機

関

単
純
労
務
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
四
年
十
二
月
二
十
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

単
純
労
務
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

１

規
　
　
　
　
　
　
則

知
事
の
承
認
を
得
た
　
　
　
相
当
と
認
め
る

訓
　
　
　
　
　
　
令



平成14年12月24日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

単
純
労
務
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
年
秋
田
県
訓
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
六
項
を
削
る
。

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２



平成14年12月24日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

３

別表第一（第二条関係）

現　業　職　給　料　表

職員の

区　分 号　給

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

円

―

121,200

124,900

128,700

132,500

136,700

141,400

146,200

152,200

158,300

165,500

172,200

178,100

183,600

188,300

192,900

197,400

201,500

205,200

208,200

211,200

214,200

217,100

219,800

222,100

224,300

226,400

228,600

230,500

232,500

234,400

236,100

194,400

円

165,800

172,600

178,600

184,600

189,900

195,000

200,200

205,700

211,100

216,300

221,800

226,900

231,700

236,600

241,400

245,500

249,600

253,400

256,600

259,000

261,100

263,100

264,500

266,000

267,600

269,300

270,900

272,600

274,200

275,800

277,400

279,100

280,700

206,300

円

184,600

190,500

196,500

202,400

208,600

215,000

221,800

227,900

234,100

239,900

245,500

251,100

256,300

261,400

266,300

270,800

275,600

280,200

284,600

288,200

290,800

293,100

295,500

297,500

299,500

301,400

303,200

305,100

307,000

308,900

310,800

213,700

円

202,500

208,700

215,100

222,000

228,700

235,500

241,700

247,600

253,400

259,200

264,600

269,800

274,800

279,800

284,500

289,300

293,300

296,900

300,100

303,000

305,900

308,500

311,200

313,700

316,100

318,200

320,300

322,300

324,500

326,700

328,800

231,000

円

228,800

235,800

242,700

249,900

256,700

263,600

270,300

276,500

282,300

287,800

293,300

298,700

304,000

309,000

313,700

318,300

322,600

326,900

331,000

334,700

338,100

341,300

343,700

346,200

348,500

350,900

353,200

256,600

円

257,400

264,800

272,200

280,300

288,400

296,800

305,300

313,500

321,500

329,100

336,700

343,800

350,900

357,100

363,200

369,200

374,900

380,200

385,200

389,700

394,200

398,400

401,700

290,000

円

295,600

305,000

314,400

323,800

333,200

342,500

351,900

361,200

370,200

379,000

386,600

392,200

397,200

400,700

404,200

407,600

411,100

414,500

417,900

421,400

424,900

428,400

431,900

296,100

再任用

職員以

外の職

員

再任用
職　員

職 務
の 級 １　　級

給 料 月 額

２　　級

給 料 月 額

３　　級

給 料 月 額

４　　級

給 料 月 額

５　　級

給 料 月 額

６　　級

給 料 月 額

７　　級

給 料 月 額



平成14年12月24日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

「

「

別
表
第
五
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

」

」

別
表
第
七
中
「6

,0
0
0

円
」
を
「5

,9
0
0

円
」
に
、
「5

,5
4
8

円
」
を
「5

,4
5
4

円
」
に
、
「5

,7
1
5

円
」
を
「5

,6
2
0

円
」
に
、
「5

,8
9
0

円
」
を
「5

,7
9
1

円
」
に
、
「7

,6
0
0

円
」
を
「7

,5
0
0

円
」
に
、

「7
,5
8
7

円
」
を
「7

,4
6
1

円
」
に
、
「8

,3
0
0

円
」
を
「8

,1
0
0

円
」
に
、
「8

,9
0
0

円
」
を
「8

,7
0
0

円
」
に
、
「9

,5
0
0

円
」
を
「9

,3
0
0

円
」
に
、
「1

0
,5
0
0

円
」
を
「1

0
,3
0
0

円
」
に
、
「1

1
,2
0
0

円
」
を
「1

1
,0
0
0

円
」
に
改
め
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
職
務
の
級
に
お
け
る
最
高
の
号
給
を
超
え
る
給
料
月
額
の
切
替
え
等
）

２

こ
の
訓
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
に
お
い
て
職
務
の
級
に
お
け

る
最
高
の
号
給
を
超
え
る
給
料
月
額
を
受
け
て
い
た
現
業
職
員
の
施
行
日
に
お
け
る
給
料
月
額
及

び
こ
れ
を
受
け
る
期
間
に
通
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
期
間
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

（
施
行
日
前
の
異
動
者
の
号
給
等
の
調
整
）

３

施
行
日
前
に
職
務
の
級
を
異
に
し
て
異
動
し
た
現
業
職
員
及
び
知
事
が
別
に
定
め
る
こ
れ
に
準

ず
る
現
業
職
員
の
施
行
日
に
お
け
る
号
給
又
は
給
料
月
額
及
び
こ
れ
ら
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
期

間
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
が
施
行
日
に
お
い
て
職
務
の
級
を
異
に
す
る
異
動
等
を
し
た
も
の
と
し

た
場
合
と
の
権
衡
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
お
い
て
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
必
要
な
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
現
業
職
員
が
受
け
て
い
た
号
給
等
の
基
礎
）

４

前
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
現
業
職
員
が
属
し
て
い
た
職
務
の
級
及
び
そ
の
者
が
受

け
て
い
た
号
給
又
は
給
料
月
額
は
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
前
の
単
純
労
務
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
規
程
の
規
定
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
訓
令
第
二
十
号

庁
　
中
　
一
　
般

各

地

方

機

関

秋
田
県
人
事
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
四
年
十
二
月
二
十
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
人
事
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

秋
田
県
人
事
事
務
取
扱
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
秋
田
県
訓
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
う
え
」
を
「
上
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
う
え
」
を
「
上
」
に
、
「
様

式
第
三
号
の
二
」
を
「
様
式
第
三
号
の
三
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の

次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

部
局
長
は
、
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
四
年
秋
田
県
条
例
第

六
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
選
考
に
よ
り
職
員
を
採
用
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
人
事
課
長
と
協
議
の
上
、
任
期
付
職
員
採
用
申
請
書
（
様
式
第
三
号
の

二
）
に
別
表
第
三
に
定
め
る
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

別
表
第
二
第
一
号
中
（８）
を
（９）
と
し
、
（７）
を
（８）
と
し
、
（６）
を
（７）
と
し
、
（５）
を
（６）
と
し
、
（４）
を
（５）
と

し
、
（３）
を
（４）
と
し
、
（２）
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４

1
1
号
給

1
9
号
給

円
円

円
円

円
円

円
円

円
円

円円

円円

円
円

円

円
円

円
円

円

1
1
号
給

2
0
号
給

一
般
職

の
任
期
付
　

職
員
に
採

用
す
る
場

合

特
定
任

期
付
職
員

に
採
用
す

る
場
合

一
般
任

期
付
職
員

に
採
用
す

る
場
合

一
般
職

秋
田
県
事
務
（
技
術
）
吏
員
に
任
命
す
る

◯
◯
を
命
ず
る

地
方
公
務
員
法
第
2
2
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
る
条
件
付
採
用
期
間
は
◯
年
◯
月

◯
日
か
ら
◯
年
◯
月
◯
日
ま
で
と
す
る

任
期
は
◯
年
◯
月
◯
日
ま
で
と
す
る

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る

条
例
第
４
条
第
１
項
の
給
料
表
◯
号
給
（
◯

◯
円
）
を
給
す
る

◯
◯
部
◯
◯
課
勤
務
を
命
ず
る

秋
田
県
事
務
（
技
術
）
吏
員
に
任
命
す
る

◯
◯
を
命
ず
る

地
方
公
務
員
法
第
2
2
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
る
条
件
付
採
用
期
間
は
◯
年
◯
月

◯
日
か
ら
◯
年
◯
月
◯
日
ま
で
と
す
る

任
期
は
◯
年
◯
月
◯
日
ま
で
と
す
る

職
務
の
級
を
◯
◯
職
◯
級
に
決
定
す
る

◯
号
給
（
◯
◯
円
）
を
給
す
る

初
任
給
調
整
手
当
月
額
◯
◯
円
を
給
す

る
　
支
給
期
間
は
◯
年
◯
月
◯
日
か
ら

◯
年
◯
月
◯
日
ま
で
と
す
る

◯
◯
部
◯
◯
課
勤
務
を
命
ず
る

任
期
を
◯
年
◯
月
◯
日
ま
で
更
新
す
る

（
）

（
）

（
）

（
ア
）

（
イ
）

（
ウ
）

（
３
）
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別
表
第
二
第
十
四
号
（１）
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
五
号
（14）

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
号
（14）
を
同
号
（15）
と
し
、
同
号
（13）
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
号
（13）
を
同
号
（14）
と
し
、
同
号

（12）
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

様
式
第
三
号
の
二
を
様
式
第
三
号
の
三
と
し
、
様
式
第
三
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

５

の
任
期
付

職
員
の
任

期
を
更
新

す
る
場
合

（
13）
任
期
の

満
了
に
よ

り
一
般
職

の
任
期
付

職
員
が
当

然
に
退
職

す
る
場
合

地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関
す
る

法
律
第
４
条
第
１
項
（
第
５
条
第
１
項
）
の
規
定
に
よ
る
任

期
の
満
了
に
よ
り
◯
年
◯
月
◯
日
限
り
退
職

第
４
条
（
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
第
４
条
　
　
　
第
４
条
第
１
項

（
第
４
条
第
３
項
、
第
５
条
第
１
項
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
第
５
条
の
２
　
　
　
第
３
項

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

（部局長名） □■

任期付職員の採用について（申請）

次の者を一般職の任期付職員の採用等に関する条例第２条第１項（第２項）の規定により任期を定めて採用して

くださるようお願いします。

１　採用予定の職の名称（所属部課名）

２　当該職に係る業務（期待される業績）の内容

３　採用予定者の氏名及び生年月日（年齢）

４　採用予定者を当該業務に従事させる必要性

５　任用予定期間

６　任期を定めて採用する根拠規定

様式第３号の２ 任期付職員採用申請書

（Ａ４判）

（注）採用予定者の資格、経歴、実務の経験等を記した書類及び任用予定期間を定めた理由の説明に必要な事業計画書等　
を添付すること。

印

（
４
）（イ
）

（
４
）（イ
）

第
23号

第
21号
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附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
四
年
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

６

発

行

者

秋

田
　
　
県

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

購
読
料
金

一
月
三
千
五
百
円

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
所

株
式
会
社
　
松
　
原
　
印
　
刷
　
社

電
話

八
七
六
六

F
A
X

〇
〇
〇
五

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
者

松
　
　
原
　
　
繁
　
　
雄

（863）

（862）

E
-m
ail:m

atsu
b
ara@

m
atsu
b
arain
satsu
.co
.jp

古紙配合率100％


